
女性のつながりサポート事業 【熊本市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３，７９９ 千円

交付金額 ２，８４９ 千円

事業番号 ２

様々な不安を抱える女性に対し、NPO等の知見や能力を活用した居場所
の提供、アウトリーチ型相談会等の実施により、女性に寄り添ったきめ
細かい相談支援を行うことで、課題・困難・不安の解消や状況の改善を
図り、女性が社会との絆・つながりを回復することを目的とする。

〇参加者の満足度
目標：80％以上 結果：94.3％

○熊本県及び県内各市町村（熊本連携中枢都市圏構成市町村）

○女性の活躍応援協議会くまもと（地元各経済団体、労働者団体、金融
機関、マスコミ、大学、農業者団体、女性団体等）

○熊本市男女共同参画センターはあもにい

・新型コロナウィルス感染症拡大により、課題・困難を抱える女性が不
安や悩みを共有する場が少なくなっている。
・地域経済の落ち込みによる生理用品等の生活必需品の購入等が困難と
なっている女性が増加している。
・令和4年度実施の「つながるマルシェ」では延べ2,299人の来場者の
うち相談者が152人おり、今後も女性が相談できる場の提供が必要。
・課題・困難を抱える女性に対して必要な支援を行うため、動向調査が
必要。

【実態把握（アンケート調査）】市内に在住通勤通学の10代以上の女性
を対象に実施。市公式LINE等を活用して回答を収集した。
【居場所提供及びアウトリーチ型相談会】大きな会場で単発のイベントと
して開催するのではなく、元々地域で活動する支援団体の会場（市内4か
所）で毎月定期的に開催することで、継続的な相談のできる居場所作りを
目指した。オンラインでの相談会も、日中・夜間と時間帯を分けて開催。
【支援者向けセミナー】相談機関に行く前に身近に相談できる相手、支援
者が増えるよう、対話手法を学べるセミナーを開催。

・アンケートでは、新型コロナウイルス感染拡大を受けて孤独等を感じ
る方は令和3年度80％、令和4年度56％から令和５年度は13.3％とさら
に減少したが、今なお孤独等を感じている方が一定数いることが分かっ
た。孤独等を感じる理由として、人とのつながりの欠如が挙げられた。
・支援団体の会場での定期開催により、継続して来る方や口コミで来る
方が増え、安心して過ごせる居場所作りに寄与した。参加者の約9割が満
足と回答し、評価が高かった。定期開催によって、活動を知って支援の
申し出があるなど、支援の輪が広がっていった。協力いただいた支援団
体間での交流にもつながった。
・オープンダイアローグという対話手法を学ぶセミナーを開催。支援者
自身の悩み等を話す場にもなり、支援のあり方を考える機会となった。

・アンケート調査結果をもとに施策に反映させるための検討が必要。孤独
孤立対策を行う庁内関係部署等とも情報共有・事業連携の検討が必要。

・相談機関の窓口に行くには、ハードルが高く（アンケート調査でも、勇
気が出なかったので、相談機関に行けなかったとの結果が出ている）、相
談機関に相談に行く前に、気軽に心のもやもやを話せるような場所の必要
性が浮かび上がった。時には支援者も含む、不安を抱える女性に寄り添っ
た、きめ細かい支援を行うために、今年度までの事業とは異なる、新たな
支援の在り方、事業を構築していく必要がある。



事業の概要

【女性のつながりサポート事業】
実施期間 令和5年4月～令和6年3月

実施内容

【孤独・孤立で困難や様々な不安を抱える女性に寄り添い、必要とされる
支援を行うための実態把握（アンケート）】
対象者：熊本市内に住む10代以上の女性
期 間：令和5年9月～令和6年2月
回答数：2,113件

【孤独・孤立で困難や様々な不安を抱える女性を対象とした安心して過ご
すことができる居場所の提供及び不安等の解消や状況の改善を図るため
のアウトリーチ型相談会】
①Women’ｓ café（女性のための相談会）
開催場所：市内4か所
開催回数：令和5年9月～令和6年2月まで各会場で毎月1回（計24回）
参加者数：延べ455人（託児延べ33人）

②Women’ｓ ダイアローグ（オンライン相談会）

午前と夜間で開催し、現地に足を運ぶのが難しい方等の相談にも対応。

開催期間：令和5年10月～令和6年2月まで、毎月1回開催（計８回）
参加者数：延べ19人

【孤独・孤立で困難や様々な不安を抱える女性に対する支援を行う者を
対象としたセミナー】
オープンダイアローグという対話手法を学ぶ１dayセミナーを開催。
開催日時：令和6年1月21日（日）10：00～17：00
参加者数：20人

アウトリーチ型相談会のチラシ
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